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　市民の皆様には、日頃から韮崎市議会に対しまして、
格別のご協力を賜り、心から感謝申し上げます。
　私たちは、平成28年第２回臨時会におきまして、
第64代議長、第65代副議長に就任いたしました。
　現在、議員全員が参加している議会改革に関わる研
究会において、昨年秋に執行された議員選挙で当選し
てから１年が経過する中で、議会活動を通じて、各議
員から挙げられた様々な課題に対して、協議、検討を
進めています。引き続き、地域の活動にもさらに関わ
りをもち、本市のまちづくりに市民の皆様の声を活か
していく取り組みを一層強力に展開していく所存です。
　そして、議員は皆様からの信頼をなくすようなこと
はあってはなりません。私たちは、本市議員の先頭に
立ち、議会の責務を果たす議会運営を行っていきます。
　今後も議会、議員の活動に一層のご支援、ご協力を
賜りますようお願い申し上げまして、就任のあいさつ
といたします。

　各委員会の構成委員は２頁をご覧ください。

西野議長（向かって左）、田原副議長（向かって右）

議会運営委員会委員（7人）

就任あいさつ

第２回臨時会において議会運営委員会及び各常任委員会の委員を選任

財務常任委員会委員（15人）
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■議会運営委員会
委 員 長　小林　伸吉
副委員長　山本　雄次
委　　員　小林恵理子　 一木　長博　 輿石　賢一
　　　　　髙添　秀明　 内藤　正之

■財務常任委員会
委 員 長　山本　雄次
副委員長　浅川　裕康
委　　員　小林恵理子　 一木　長博　 輿石　賢一
　　　　　小林　伸吉　 清水　康雄　 髙添　秀明
　　　　　宮川　文憲　 守屋　　久　 渡辺　吉基
　　　　　内藤　正之　 小沢　栄一　 木内　吉英
　　　　　金井　洋介

■総務教育常任委員会
委 員 長　清水　康雄
副委員長　小沢　栄一
委　　員　一木　長博　 輿石　賢一　 田原　一孝
　　　　　山本　雄次

■市民生活常任委員会
委 員 長　髙添　秀明
副委員長　木内　吉英
委　　員　森本由美子　 西野　賢一　 浅川　裕康
　　　　　渡辺　吉基

■産業建設常任委員会
委 員 長　宮川　文憲
副委員長　金井　洋介
委　　員　小林恵理子　 小林　伸吉　 守屋　　久
　　　　　内藤　正之

　平成28年第２回臨時会は、10月27日から31日までの５日間の会期で
開催しました。本臨時会では、条例の一部改正、契約の締結の審議、及び
正副議長の選挙、組合議員の補欠選挙、監査委員の選任、並びに議会運営
委員会、各常任委員会の委員の選任を行いました。
　なお、本臨時会で審議した議案及び採決の結果については、６頁の「平
成28年第２回臨時会議決結果一覧表」をご覧ください。

臨 時 会
第２回

10月

【議会の委員会構成】

総務教育常任委員会委員（６人）

産業建設常任委員会委員（６人）

市民生活常任委員会委員（６人）

　議会委員会条例で、議会に議会運営委員会、総務教
育常任委員会、市民生活常任委員会、産業建設常任委
員会及び財務常任委員会を置くことや、それぞれの委
員会の定数なども定められています。
　なお、第１回定例会（３月）で設置した今後の保育
園再編整備に関する調査特別委員会（９人）は、同条
例の定めにより議会の議決で設置したものです。
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9月

■監査委員の選任について
　市議会議員選出の監査委員 西野賢一氏の辞任に伴い、その後任者の選任について市長から議会の同意を
求める提案がされ、森本由美子氏の就任に同意しました。

■議長選挙
当選　西野　賢一 議員

【投票総数18票】
　西野　賢一議員 11票　  　輿石　賢一議員  4票
　小林恵理子議員  ２票　  　髙添　秀明議員  １票

■副議長選挙
当選　田原　一孝 議員

【投票総数１８票】
　田原　一孝議員 １２票　  　山本　雄次議員 　２票
　渡辺　吉基議員 　２票　  　無効票　　　　 　２票

■峡北広域行政事務組合議員の補欠選挙
　本市議会選出議員 西野賢一氏が峡北広域行政事
務組合議員を辞職し、欠員が生じたので補欠選挙を
行いました。

当選　金井　洋介 議員（指名推選による選出）

■山梨県後期高齢者医療広域連合議員の補欠選挙
　本市議会選出議員 守屋久氏が山梨県後期高齢者
医療広域連合議員を辞職し、欠員が生じたので補欠
選挙を行いました。

当選　髙添 秀明 議員（指名推選による選出）

【選挙】

【人事】

　平成28年第３回定例会は、９月８日から29日までの22日間の会期で開
催しました。
　今議会では、平成27年度決算の認定、平成28年度一般会計、特別会計、
事業会計に係る補正予算、条例の制定及び改正、請願、意見書の審議や２
つの恩賜県有財産保護組合議員の選挙を行いました。
　なお、本定例会で審議した議案、選挙及び採決の結果については、６頁
の「平成28年第３回定例会議決結果一覧表」をご覧ください。

【平成27年度決算及び平成28年度補正予算】
　平成27年度の決算では、一般会計決算（歳入総額130億6,693万1千円、歳出総額126億7,805万9千円）
のほか、特別会計、企業会計に係る各決算、また平成28年度の補正予算として一般会計（2億9,807万2千
円の増額補正）、国民健康保険特別会計（2億3,250万7千円の増額補正）、下水道事業特別会計（517万3千
円の増額補正）、介護保険特別会計（9,801万3千円の増額補正）、病院事業会計（3,368万7千円の増額補
正）が市長から提出され、９月27日に財務常任委員会で審査した後、本会議で審議し、採決ではいずれも
認定、可決しました。
※平成27年度決算の状況は広報にらさき11月号をご覧ください。

第３回
定例会

【条例等】
■受益者負担の適正化に基づく関係条例の整備等に関する条例〔議案第63号〕

■訴えの提起〔議案第65号〕

　受益者負担の適正化方針に基づき、本市の施設の利用区分、使用料等の改正について提出され、審議の上、
可決しました。
　受益者負担の適正化方針は、施設の運営や維持にかかる原価を統一的な方法で算出し、施設の設置目的な
どに応じ負担率を定め、類似施設や他市の状況等を考慮して適正価格を決定するもので、公的なサービスを
受ける方と受けない方の負担の公平性を確保することを目的としています。
　施設の使用料等が改定となり、広報にらさきや市ホームページにおいて内容が周知されます。
　□施行日　平成29年４月１日

　訴訟の提起及び和解については、地方自治法の規定により議会の議決が必要であるため、審議の上、可決
しました。
□相手方所有の土地に接する市有地（市道）について、その境界を確定するため、訴訟の提起（和解を含
む）をするものです。
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【人事】

【選挙】

【意見書】

■教育委員会教育長の任命について〔議案第66号〕

　教育委員会教育長である 矢巻令一氏の教育委員会委員としての任期が平成28年10月22日に満了するこ
とに伴い、新教育長は地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律に基づき、市長が任
命することについて議会の同意を求める提案がされ、矢巻令一氏の就任に同意しました。

■教育委員会委員の任命について〔議案第67号〕

　教育委員会委員 清水亘氏の任期が平成28年10月22日満了となるため、その後任者の任命について市長
から議会の同意を求める提案がされ、次の方の選任に同意しました。
　飯野　直人 氏（大草町）

■御座石山恩賜県有財産保護組合議員の選挙について〔選挙第３号〕

　平成28年９月29日をもって任期満了となる御座石山恩賜県有財産保護組合議員について、指名推選によ
り次の方が当選しました。
　選挙をすべき地域及び定数は、円野町４人、穴山町５人、中田町１人です。

　内藤　良定 氏（円野町）　　島袋　良治 氏（円野町）　　山本　一明 氏（円野町）　　板屋　一正 氏（円野町）
　藤森　儀文 氏（穴山町）　　井上　廣昭 氏（穴山町）　　伊藤　正大 氏（穴山町）　　新藤　　稔 氏（穴山町）
　嶋津　榮男 氏（穴山町）　　藤原　春榮 氏（中田町）
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会山恩賜県有財産保護組合議員の選挙について〔選挙第４号〕

　平成28年10月17日をもって任期満了となる御勅使川入旧三十六ヶ村入会山恩賜県有財産保護組合議員に
ついて、指名推選により次の方が当選しました。
　選挙をすべき地域及び定数は、龍岡町１人、大草町１人、旭町２人です。

　中島　尚武 氏（龍岡町）　　清水　　忠 氏（大草町）　　湯舟　一也 氏（旭　町）　　原　　　洋 氏（旭　町）

☆30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制
度拡充を図るための請願書 
〔請願第28-4号〕

　提出者：韮崎市ＰＴＡ連合会会長
　　　　　北巨摩地区公立小中学校長会会長
　　　　　北巨摩地区公立小中学校教頭会会長
　　　　　山梨県教職員組合北巨摩支部執行委員長

☆所得税法第56条廃止の意見書の提出を求
める請願書〔請願第28-5号〕

　提出者：山梨県商工団体連合会
　　　　　婦人部協議会会長

　両請願は総務教育常任委員会に付託され、同委員
会で審査の結果、請願第28-4号は採択すべきもの
とすることに決しました。また請願第28-5号は調
査研究を要する案件として、継続審査とすることに
決しました。

☆30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制
度拡充を図るための意見書の提出について
〔議第３号〕

　今議会に韮崎市ＰＴＡ連合会長ほか３団体の会長
名で請願が提出され、本会議で総務教育常任委員会
の審査報告を受け、審議、採決した結果、可決しま
した。
　なお、意見書は議会の意思として、内閣総理大臣
ほか関係大臣に提出しました。

［意見書の概要］
１．少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、
ＯＥＣＤ諸国並みの豊かな教育環境を整備するた
め30人以下学級とすること。

１．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、
義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負
担割合を２分の１に復元すること。

１．教育条件の格差解消を図るため，地方交付税を
含む国における教育予算を拡充すること。

【請願】
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今後の保育園再編整備に関する第１次提言の提出

　今後の保育園再編整備に関する調査特別委員会（委
員長 一木長博議員、副委員長 田原一孝議員、他７議
員）は、保育園の整備やあり方などについて調査研究
してきたことを「今後の保育園再編整備に関する調査
特別委員会中間報告書」に取りまとめ、第３回定例会
（９月）本会議において一木委員長から報告しました。
　これを受け、平成28年10月12日に森本由美子議
長は、内藤市長に「今後の保育園再編整備に関する第
１次提言」を提出しました。
　本提言は、執行部が今後の保育園の再編整備や民営
化の検討を進めていくことに対しての４つの留意点と、
本特別委員会の今後の取り組みを示すものです。
　なお、提言の内容については次のとおりです。

１　今後の再編整備を進める上での市の留意点
⑴　公立保育園の老朽化が否めない現状で、国の制度
改正をも加味し、市の行財政を考慮する中で、公
立･私立に関わらず、すべての保育園で保護者や地
域のニーズに対応できるクオリティーの高い保育
サービスが提供できること。
⑵　民営化の計画を推進するにあたり、保護者や地域
住民、保育園職員にも民営化に対するメリット、デ
メリット、処遇などの説明が十分なされていないと
推量される。ついては、極め細やかな内容で、多く
の方に事業推進への理解をいただけるよう、丁寧に
説明会を実施すること。
⑶　民営化することで保育園の建設費及び運営費に要
する予算の削減が図られることが予測できるので、
その予算については、子育て支援施策の財源に充当
することとし、有効活用すること。

２　韮崎東保育園・韮崎西保育園に関わる留意点
⑴　老朽化に対する対応
　　韮崎東保育園は築40年、韮崎西保育園は築30
年がそれぞれ経過していて、老朽化が著しく、ま
た、敷地も狭隘であり、施設に大きな危険を及ぼす
恐れのある自然災害などに備えるとともに、施設の
瑕疵で園児や職員等が被害を受けることがないよう
に、安全面を含め早急な建て替えを検討すること。
⑵　保育園の建設に対する対応
　　保育園の建設費に関しては、国・県からの有効な
財源確保に努力すること。

３　民営化による社会福祉法人選定に関わる留意点
⑴　保育園の運営に実績があり、安定した運営ができ
る優良な社会福祉法人の選定をすること。
⑵　新たに認可保育園として特色のある保育サービス
ができ、安全で楽しい保育の場を提供できる法人を
選定すること。

⑶　保護者の就労条件に関わって、保護者の保育
ニーズも多様化している。このため、延長保育、一
時保育、土曜保育等や障がい児保育などに対応でき
る法人を選定すること。
⑷　勤務を希望する保育園職員の身分の保障と安定し
た給与が支払われること。また、福利厚生も充実し
た勤務条件を確保すること。

４　実施時期と移行期間、計画推進に関わる留意点
⑴　市は、「保護者や地域の皆様からのご意見を拝聴
して、多くの方や関係団体から理解を得ることに
努めた上で、今年度中に事業者の選定を行い、平
成29年度においては、円滑な移管を行うための保
護者、事業者、市で十分な協議調整する場を設け、
６ヶ月以上の共同保育などの引き継ぎ期間を経て、
平成30年４月から民間保育園による運営を計画し
ている。」と述べているが、保護者･保育園職員･地
域住民の理解を得て、保護者が安心して子どもを預
けることができるよう、万全な準備をして計画を推
進すること。
⑵　新しい保育園の施設は開園すると少なくとも30
年以上の利用が考えられる。現在、平成30年４月
からの民間運営を目指して協議を進めているところ
だが、本市の今後の子育て環境の一層の充実を見据
える中で、韮崎市の少子化現象による子どもの人数
等も考慮し、韮崎東保育園、韮崎西保育園及び穂坂
保育園の３園を統合して新しい１園として運営して
いくことも考えていくことが必要になると推察して
いる。
　　韮崎市公共施設等総合管理計画も視野に入れ、今
後において適切な時期に３園統合についても検討す
ること。

５　今後の取り組み
　当委員会として、残された「課題」に対し、調査・
研究を重ねていくものとする。

内藤市長に提言書を提出する森本議長と一木委員長、
田原副委員長、宮川副議長
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

■全会一致の議案
議案番号 件　　名 結果

報告第11号 平成27年度健全化判断比率の報告について 了承

報告第12号 平成27年度簡易水道特別会計に係る資金不足比率の報告について 了承

報告第13号 平成27年度下水道事業特別会計に係る資金不足比率の報告について 了承

報告第14号 平成27年度国民健康保険韮崎市立病院事業会計に係る資金不足比率の報告について 了承

報告第15号 平成27年度水道事業会計に係る資金不足比率の報告について 了承

議案第57号 平成28年度一般会計補正予算（第２号） 可決

議案第59号 平成28年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決

議案第60号 平成28年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

議案第61号 平成28年度国民健康保険韮崎市立病院事業会計補正予算（第１号） 可決

議案第62号 青少年育成プラザ条例 可決

議案第64号 市民交流センター条例の一部を改正する条例 可決

議案第65号 訴えの提起について 可決

議案第66号 教育委員会教育長の任命について 同意

議案第67号 教育委員会委員の任命について 同意

認定第 3 号 平成27年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第 4 号 平成27年度簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第 5 号 平成27年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第 7 号 平成27年度介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第 8 号 平成27年度第一鈴嵐恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第 9 号 平成27年度第二鈴嵐恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第10号 平成27年度第二御座石前山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第11号 平成27年度旭山恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第12号 平成27年度八森恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第13号 平成27年度戸沢日影半腹裾恩賜林保護財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第14号 平成27年度青木御座石財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第15号 平成27年度国民健康保険韮崎市立病院事業会計決算の認定について 認定

認定第16号 平成27年度水道事業会計決算の認定について 認定

請願第28-4号 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書 採択

議　第 3 号 30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書の提出について 可決

選挙第 3 号 御座石山恩賜県有財産保護組合議員の選挙について 当選

選挙第 4 号 御勅使川入旧三十六ヶ村入会山恩賜県有財産保護組合議員の選挙について 当選

議案番号 件　　名

金
井　

洋
介

木
内　

吉
英

小
沢　

栄
一

内
藤　

正
之

渡
辺　

吉
基

浅
川　

裕
康

守
屋　
　

久

宮
川　

文
憲

髙
添　

秀
明

清
水　

康
雄

山
本　

雄
次

田
原　

一
孝

西
野　

賢
一

小
林　

伸
吉

輿
石　

賢
一

一
木　

長
博

小
林
恵
理
子

結果

議案第58号 平成２８年度国民健康保険特別会計
補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案第63号 受益者負担の適正化に基づく関係
条例の整備等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

認定第1号 平成２７年度一般会計歳入歳出決算
の認定について ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 認定

認定第2号 平成27年度国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 認定

認定第６号 平成27年度介護保険特別会計歳入
歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 認定

平成28年 第3回定例会議決結果一覧表
■賛否のあった議案 ○：賛成　●：反対（森本由美子議長を除く）

平成28年 第2回臨時会議決結果一覧表
■全会一致の議案

議案番号 件　　名 結果

議案第68号 税条例等の一部を改正する条例 可決

議案第69号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決

議案第70号 再編第２保育園及び藤井公民館建設に伴う工事建築用木材購入契約の締結について 可決

議案第71号 監査委員の選任について 同意
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が
可
能
で
あ
る
こ
と

や
、
市
の
財
政
負
担

を
軽
減
で
き
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
の

破
産
や
倒
産
の
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
こ
と
や
、
保
育

料
以
外
の
経
済
的
負
担
が
増

え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

一
時
的
で
は
あ
り
ま
す
が
子

ど
も
た
ち
が
戸
惑
う
な
ど
の

影
響
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

取
り
組
み
で
す
が
、
保
護
者
、

保
育
士
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

対
す
る
説
明
会
を
開
催
し
、

ご
理
解
を
い
た
だ
く
中
で
、

今
年
度
中
に
移
管
す
る
事
業

者
の
選
定
を
行
い
、
明
年
度

十
分
な
引
き
継
ぎ
期
間
を
設

け
、
保
護
者
・
事
業
者
・
市

に
よ
る
三
者
協
議
会
の
設
置

や
共
同
保
育
を
実
施
し
、
円

滑
な
引
き
継
ぎ
を
行
っ
た
上

で
、
平
成
30
年
４
月
、
民
間

保
育
園
と
し
て
開
園
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
者
の
選
定
に

つ
い
て
は
、
私
立
保
育
園
の

運
営
実
績
が
十
分
に
あ
り
、

保
育
の
質
の
向
上
が
見
込
め

る
と
と
も
に
、
長
期
に
わ
た

り
安
定
的
な
経
営
が
で
き
る

社
会
福
祉
法
人
を
選
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

定
し
た
「
韮
崎
市
立
保
育
園

再
編
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
再
編
を
進
め
て
き

た
第
１
保
育
園
、
第
２
保
育

園
と
同
様
に
、
韮
崎
西
保
育

園
、
韮
崎
東
保
育
園
、
穂
坂

保
育
園
の
ゾ
ー
ン
に
、
一
つ

の
保
育
園
と
し
て
建
設
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
き
ま
し
た

が
、
現
状
で
は
活
用
で
き
る

市
有
地
が
な
く
、
新
た
に
用

地
を
確
保
す
る
に
は
厳
し
い

財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
に
慣
れ
親
し
ん
だ
韮
崎

東
・
韮
崎
西
保
育
園
の
２
園

を
存
続
し
た
う
え
で
、
限
ら

れ
た
財
源
、
人
材
、
資
源
を

有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
民

営
化
を
計
画
す
る
に
至
り
ま

し
た
。

　

民
営
化
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
子
ど
も

た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す

手
段
の
一
つ
と
し
て
、
民
間

保
育
園
を
加
え
る
こ
と
で
、

保
育
の
選
択
肢
の
拡
大
や
質

の
向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
、

民
間
事
業
者
な
ら
で
は
の
保

育
や
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
か
つ
迅
速
な
対
応

　

現
在
、
韮
崎
東
・
西

保
育
園
の
園
舎
の
老
朽
化
が

著
し
い
状
態
で
す
。
ま
た
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し

て
い
ま
す
が
、
安
全
で
安
心

し
て
子
ど
も
を
あ
ず
け
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が
質
の
高
い

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
へ
の
期
待
は
非
常
に

大
き
い
も
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
韮

崎
東
・
西
保
育
園
２
園
に
つ

い
て
民
営
化
を
計
画
す
る
こ

と
に
至
っ
た
経
緯
と
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
及
び
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

な
お
事
業
者
選
定
で
す
が
、

事
業
者
は
ど
の
よ
う
な
団
体

を
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選

定
す
る
の
か
も
併
せ
て
伺
い

ま
す
。市

長　

韮
崎
東
保
育
園

と
韮
崎
西
保
育
園
を
民
営
化

す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
９
月
に
策

韮
崎
市
立
保
育
園
の

再
編
整
備
に
つ
い
て

田原　一孝 議員
［韮誠クラブ］

　

平
成
27
年
度
で
文
化

ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
期
間
の

５
年
が
満
了
す
る
た
め
、
昨

年
12
月
議
会
に
公
募
し
た
事

業
者
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
指
定
管
理
者
候
補

の
選
考
方
法
は
、
４
月
１
日

か
ら
の
適
切
な
運
営
を
確
保

す
る
た
め
、
公
募
で
は
十
分

な
時
間
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、

今
ま
で
の
指
定
管
理
者
で
あ

る
一
般
財
団
法
人
武
田
の
里

文
化
振
興
協
会
に
限
定
し
て

提
案
を
求
め
、
書
類
及
び
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
審
査

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
非
公
募

と
い
う
例
外
的
な
措
置
な
の

で
、
指
定
期
間
を
28
年
度
単

年
度
と
し
、
提
案
に
つ
い
て

は
、
特
に
次
の
３
点
に
つ
い

て
改
善
提
案
を
求
め
ま
し
た
。

１　

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
と
鑑
賞
事
業

４
本
か
ら
10
本
へ
の
増
加
。

２　

利
用
者
増
に
向
け
た
取

一木　長博 議員
［韮誠クラブ］

り
組
み
と
利
便
性
の
向
上

及
び
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な

対
応
。

３　

施
設
管
理
の
効
率
化
と

収
支
計
画
の
見
直
し
及
び

事
業
収
入
増
へ
の
努
力
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
へ
の

成
果
と
市
の
評
価
、
及
び
ど

の
よ
う
に
協
議
を
し
て
き
た

の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
単
年
度
の
指
定
期

間
な
の
で
、
来
年
度
に
向
け

て
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る

時
期
を
迎
え
た
も
の
と
推
察

し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
新
た
な
指
定
管
理
者
の

公
募
を
考
え
て
い
る
の
か
示

し
て
く
だ
さ
い
。

市
長　

指
定
管
理
者
の

公
募
に
つ
い
て
、
来
年
度
以

降
の
指
定
管
理
の
方
法
は
協

会
理
事
か
ら
今
後
の
協
会
の

安
定
的
存
続
に
つ
い
て
、
市

及
び
協
会
の
双
方
に
対
し
提

案
が
な
さ
れ
、
双
方
で
そ
の

提
案
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

協
会
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
協
会
が
地

域
芸
術
文
化
の
振
興
と
い
う

本
来
の
役
割
に
立
ち
返
り
、

武
田
の
里
音
楽
祭
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
に
密
着
し
た
事

業
な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
そ
の
中
核
を
担
う
こ
と
と

し
、
施
設
の
管
理
運
営
な
ど

に
は
関
与
し
な
い
こ
と
を
双

方
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
、

明
年
度
以
降
は
施
設
の
管
理

運
営
及
び
芸
術
鑑
賞
事
業
の

分
野
に
限
定
し
た
新
た
な
指

定
管
理
者
を
公
募
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
過
日
、
協
会
の
理

事
評
議
員
の
合
同
会
議
に
お

い
て
も
、
役
割
分
担
に
係
る

趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
承

認
が
得
ら
れ
た
と
聞
き
及
ん

で
い
ま
す
。

教
育
長　

３
点
の
改
善

提
案
の
成
果
及
び
協
議
の
実

情
に
つ
い
て
は
、
吹
奏
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
新
設
を

は
じ
め
と
す
る
自
主
企
画
事

業
の
充
実
な
ど
、
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
姿
勢
に
つ
い

て
年
度
途
中
で
は
あ
り
ま
す

が
一
定
の
評
価
を
し
て
い
ま

す
。

　

協
会
と
の
協
議
に
つ
い
て

は
、
事
業
報
告
会
の
毎
月
開

催
に
よ
る
連
携
の
強
化
を
通

じ
、
ホ
ー
ル
の
利
用
状
況
及

び
計
画
事
業
の
進
捗
状
況
や

課
題
の
解
決
に
向
け
た
方
策

を
協
議
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

その他質問

その他質問

◆人口減少対策の推進
について

◆学校教育について
・県学力テスト及び全

国学力テストについ
て

・グローバル化に対応
した教育の推進につ
いて

◆「赤ワインの丘プロ
ジェクト」事業の進
捗状況と推進につい
て

代  表  質  問

代  表  質  問

••••••••••••••••••

••••••••••••••••••

••••••••••••••••••

••••••••••••••••••

韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル

の
指
定
管
理
に
つ
い

て
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保
育
園
で
も
雇
用
が
必
要
に

な
る
の
で
、
事
業
者
に
対
し
、

積
極
的
な
雇
用
に
努
め
る
よ

う
、
条
件
と
し
て
提
示
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
、
有
識
者

か
ら
な
る
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
な
ど
に
お
い
て
、
議
論

さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
「
韮
崎
市
受
益
者
負

担
の
適
正
化
に
基
づ
く
関
係

条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条

例
」
案
は
、
市
内
の
施
設
の

使
用
料
を
見
直
す
も
の
で
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ゆ
～

ぷ
る
、
ニ
コ
リ
な
ど
多
く
が

値
上
が
り
、
市
民
の
負
担
増

は
約
１
、２
６
６
万
円
で
す
。

　

市
は
負
担
を
減
ら
し
て
生

活
を
支
え
る
立
場
に
立
つ
べ

き
で
、
市
民
へ
の
負
担
増
は

行
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
長　

今
回
の
使
用
料

等
の
見
直
し
は
、
施
設
の
維

持
や
運
営
費
用
を
算
出
し
、

施
設
を
利
用
し
利
益
を
享
受

す
る
方
に
、
応
分
の
対
価
を

使
用
料
等
と
し
て
負
担
い
た

だ
き
、
利
益
を
受
け
な
い
方

と
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

公
立
保
育
園
の
民
営

化
に
つ
い
て
「
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
議
事
録
や
保
護

者
・
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

も
反
対
の
意
見
、
疑
問
、
不

安
も
多
く
合
意
形
成
は
で
き

て
い
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

民
営
化
で
削
減
で
き
る
部

分
は
人
件
費
で
す
。
公
立
と

民
間
と
の
格
差
が
生
ま
れ
、

保
育
士
の
処
遇
・
待
遇
の
低

下
と
な
り
問
題
で
す
。
賃
金

格
差
是
正
の
補
助
金
を
出
す

考
え
が
あ
り
ま
す
か
。

　

多
く
の
社
会
福
祉
法
人
が

応
募
す
る
状
況
で
は
な
く
、

全
国
で
は
、
移
管
し
た
法
人

が
不
正
問
題
な
ど
で
撤
退
す

る
事
案
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
市
の
保

育
を
支
え
て
き
た
非
常
勤
保

育
士
が
雇
い
止
め
に
な
る
な

ど
、
雇
用
問
題
が
発
生
す
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
財
政

面
重
視
で
、
安
上
が
り
の
保

育
に
切
り
替
え
て
行
く
こ
と

韮
崎
東
・
西
保
育
園

の
民
営
化
の
方
針
に

つ
い
て

受
益
者
負
担
の
適
正

化
方
針
に
基
づ
く
使

用
料
等
の
見
直
し
に

つ
い
て

その他質問

◆市長の政治姿勢につ
いて

◆誰もが安心できる介
護保険制度について

◆教職員の「多忙化」
の解消について

小林恵理子 議員
［日本共産党］が

、
将
来
的
に
良
い
の
か
十

分
な
議
論
が
必
要
で
す
。

　

韮
崎
市
の
保
育
は
公
立
で

行
い
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い

保
育
を
行
っ
て
い
く
選
択
も

十
分
あ
り
え
ま
す
。
有
識
者

や
市
民
の
代
表
で
構
成
す
る

審
議
会
な
ど
で
議
論
す
べ
き

で
す
。市

長　

引
き
続
き
説
明

会
を
開
催
し
、
ご
理
解
を
い

た
だ
く
中
で
、
本
年
度
中
に

移
管
す
る
事
業
者
を
公
募
し

て
い
く
考
え
で
す
。
保
育
士

の
処
遇
改
善
加
算
に
よ
り
格

差
は
是
正
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
の
で
、
現
時
点
で
補
助

金
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
事

業
者
の
選
定
に
は
、
運
営
実

績
が
十
分
に
あ
り
、
保
育
の

質
の
向
上
が
見
込
め
、
ま
た
、

長
期
に
渡
り
安
定
的
な
経
営

が
で
き
る
社
会
福
祉
法
人
を
、

財
務
専
門
家
や
有
識
者
の

方
々
等
か
ら
な
る
事
業
者
選

定
委
員
会
で
選
定
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。
市
雇
用
の
非
常

勤
保
育
士
が
減
員
に
な
る
こ

と
は
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
他

の
市
立
保
育
園
、
移
管
先
の

代  表  質  問•••••••••••••••••• ••••••••••••••••••

　

保
育
園
の
再
編
統
合

に
つ
い
て
は
、
既
に
、
円
野
、

旭
、
竜
岡
の
３
園
は
統
合
し
、

市
立
す
ず
ら
ん
保
育
園
と
し

て
昨
年
４
月
よ
り
開
園
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
時
に
も
保

護
者
や
地
域
、
ま
た
議
員
に

も
説
明
が
不
十
分
な
ま
ま
で

進
め
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま

す
。
議
員
に
対
し
て
も
叱
責

が
あ
り
、
残
念
な
思
い
も
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
執

行
部
の
発
言
や
行
動
を
注
視

し
、
そ
の
都
度
提
言
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

韮
崎
東
・
西
保
育
園
の
民

営
化
は
、
本
市
が
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
事
業
な
の
で
、

慎
重
か
つ
柔
軟
な
考
え
で
進

め
る
こ
と
が
賢
明
と
思
い
ま

す
が
見
解
を
求
め
ま
す
。

市
長　

引
き
続
き
説
明

会
を
開
催
し
、
保
護
者
や
地

域
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と

輿石　賢一 議員
［協伸クラブ］

　

現
在
の
韮
崎
東
、
西

両
保
育
園
は
適
当
な
市
有
地

も
な
く
、
新
た
な
市
有
地
の

確
保
も
財
政
的
に
困
難
な
こ

と
か
ら
現
在
地
で
の
改
修
、

建
て
替
え
を
検
討
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
市
営
総
合
運

動
場
の
施
設
の
改
修
も
計
画

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
運

動
場
の
敷
地
を
利
用
す
る
こ

と
は
検
討
さ
れ
た
の
で
す
か
。

福
祉
課
長　

ご
提
案
の

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
検

討
を
し
た
経
緯
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
施
設
の
整
備
計
画
も

検
討
さ
れ
る
の
で
、
あ
わ
せ

て
研
究
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
ま
す
。

　

今
年
の
議
会
報
告
会

の
折
に
も
議
題
に
な
り
ま
し

た
が
、
上
水
道
が
普
及
し
て

い
な
い
所
に
は
早
急
に
対
処

す
べ
き
だ
等
々
、
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
上
水
道
及
び
下
水

と
も
に
、

市
議
会
の

ご
意
見
も

拝
聴
し
な

が
ら
、
慎

重
に
進
め

て
い
き
た

い
と
考
え

て
い
ま
す
。

道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
所

が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

ま
ず
上
水
道
の

整
備
状
況
に
つ
い
て
で
す
。

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
水
道

法
及
び
市
給
水
条
例
に
基
づ

き
、
加
入
者
の
ご
負
担
に
よ

り
給
水
管
な
ど
を
整
備
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
上
水
道
以
外
の
飲
料
用

井
戸
を
使
用
さ
れ
て
い
る
割

合
に
つ
い
て
は
、
本
市
人
口

の
２・３
％
で
す
。

　

次
に
下
水
道
整
備
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
韮
崎

市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
に

基
づ
き
継
続
施
工
中
で
あ
り
、

下
水
道
の
未
整
備
区
域
は
計

画
面
積
の
36・９
％
で
す
。

　

現
状
で
２
・
３
％
が

水
道
を
利
用
し
て
い
な
い
人

口
で
す
。
上
水
道
の
給
水
管

の
設
置
は
受
益
者
負
担
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
未
設
置
を

解
消
し
て
い
く
の
に
今
後
も

こ
の
方
策
で
い
く
の
で
す
か
。

上
下
水
道
課
長　

飲
料

水
に
は
、
個
人
の
選
択
で
決

定
が
で
き
る
上
水
道
、
簡
易

水
道
、
井
戸
水
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
上
水
道
に
加
入

さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
同

様
の
方
法
で
加
入
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
公
平
感

を
担
保
す
る
た
め
に
も
、
今

後
も
こ
の
手
法
で
事
業
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

その他質問

◆韮崎市指定管理者制
度について

代  表  質  問•••••••••••••••••• ••••••••••••••••••

市
立
保
育
園
の
再
編

整
備
及
び
民
営
化
に

つ
い
て

市
内
の
上
水
道
及
び

下
水
道
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
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の
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て

で
す
。
韮
崎
市
立
病
院
は
、

峡
北
圏
域
で
の
中
核
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
で
、
引

き
続
き
現
状
の
体
制
を
堅
持

し
て
い
く
考
え
で
す
。
な
お

県
の
「
中
北
地
域
保
健
医
療

推
進
委
員
会
」
に
お
い
て
、

現
在
、
救
急
体
制
の
充
実
強

化
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
時
の
穴
山
、
中
田
、

藤
井
小
学
校
の
統
合
に
際
し

て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
路

線
の
確
保
を
目
的
に
、
平
成

元
年
度
か
ら
平
成
10
年
度
ま

で
に
、
第
１
期
区
間
の
県
道

穴
山
停
車
場
線
か
ら
第
２
期

区
間
の
中
条
地
内
ま
で
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
何
ら
進
展
も
な
く
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
本
来
の
目

的
が
達
成
さ
れ
な
い
状
況
と

地
域
間
で
の
不
公
平
是
正
の

観
点
か
ら
、
今
後
の
取
り
組

み
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

本
路
線
に
つ
い

て
は
、
穴
山
地
区
、
中
田
地

区
、
藤
井
地
区
を
結
ぶ
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
、
日
常
生

活
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
県
営
事
業
の
採
択

に
向
け
て
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、

行
政
が
環
境
づ
く
り
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
へ
の

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

明
年
度
よ
り
、

身
近
な
公
民
館
等
を
活
用
し
、

各
種
団
体
と
連
携
、
協
働
し

て
、
高
齢
者
を
は
じ
め
地
域

住
民
が
集
い
、
人
と
人
と
が

交
流
で
き
る
場
を
設
け
、
閉

じ
こ
も
り
な
ど
の
予
防
に
つ

な
げ
て
い
く
事
業
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

貧
困
に
は
負
の
連
鎖

が
付
き
ま
と
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
子
ど
も
が
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
で
将
来
が
左
右

さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
子
ど

も
が
将
来
に
希
望
を
持
て
る

よ
う
な
手
厚
い
政
策
を
確
実

に
進
め
る
べ
き
で
す
。
子
ど

も
の
学
習
支
援
に
対
す
る
本

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
県

が
策
定
し
た
「
や
ま
な
し
子

ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計

画
」
の
中
で
、
教
育
の
支
援

策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
事
業

実
施
に
向
け
、
教
育
委
員
会

と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

守屋　　久 議員
［韮誠クラブ］

小林　伸吉 議員
［公明党］

き
ま
す
。

　

新
た
な
リ
ー
ダ
ー
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
、
市
立
病
院

で
は
院
長
以
下
全
体
で
問
題

意
識
を
共
有
し
、
さ
ら
に
市

の
関
係
部
局
と
連
携
を
密
に

し
、
経
営
改
善
を
進
め
て
い

る
の
で
、
当
面
は
状
況
を
見

守
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　

新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

策
定
の
進
捗
状
況
は
、
一
般

病
床
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
へ
の
転
換
や
介
護
療
養
病

床
の
廃
止
に
伴
う
医
療
療
養

病
床
へ
の
転
換
と
い
っ
た
、

機
能
別
の
病
床
再
編
方
針
の

協
議
と
地
元
在
宅
医
と
今
後

の
病
診
連
携
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
健
全
経
営
を
行
っ
て

い
る
他
の
公
立
病
院
の
経
営

指
標
を
参
考
に
、
経
営
の
効

率
化
に
係
る
数
値
目
標
を
設

定
し
、
経
費
削
減
や
医
療
の

質
の
向
上
等
に
よ
る
収
入
確

保
に
取
り
組
み
、
計
画
期
間

中
の
経
営
黒
字
化
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

峡
北
圏
域
に
お
け
る
本
市

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
一

般
介
護
予
防
事
業
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
現
在
要
支
援
１
、

２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

や
介
護
予
防
・
生
活
支
援
の

必
要
な
方
々
が
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
か
ら
本
人
に
適
し
た
介

護
予
防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
65
歳
以
上
の
全
て
の
高
齢

者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
生

活
で
き
る
地
域
を
目
指
し
、

シ
ニ
ア
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
事
業
等
、
介
護
予
防
の
た

め
の
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
の
居
場
所
づ

く
り
に
つ
い
て
で
す
。
高
齢

者
が
杖
を
つ
い
て
行
け
る
よ

う
な
近
所
に
、
地
域
の
公
民

館
や
空
き
家
、
空
き
店
舗
を

利
用
し
た
「
ま
ち
な
か
カ

フ
ェ
」
が
あ
り
、
住
民
自
身

が
運
営
す
る
体
操
の
集
い
や

お
茶
飲
み
会
、
カ
ラ
オ
ケ
会

な
ど
の
活
動
を
地
域
に
展
開

し
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を

通
じ
て
、
集
い
の
場
を
普
及

拡
大
し
て
い
く
よ
う
な
地
域

づ
く
り
を
住
民
が
意
欲
を

に
よ
る
効
果
は
限
定

的
で
あ
り
、
前
年
同

期
を
約
２
、６
０
０

万
円
下
回
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
病
床
稼

働
率
や
診
療
単
価
の

向
上
に
努
め
、
収
益

の
改
善
を
図
っ
て
い

　

韮
崎
市
立
病
院
の
平

成
28
年
度
の
経
営
状
況
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
市
民
の
信
頼

を
回
復
で
き
る
病
院
運
営
に

新
た
な
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
併
せ
て
新

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定

の
進
捗
状
況
と
峡
北
圏
域
に

お
け
る
救
急
医
療
の
維
持
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

平
成
28
年
度
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
本

年
４
月
に
山
梨
大
学
と
の
新

た
な
協
力
体
制
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
院
内
に
経
営
改

善
委
員
会
を
設
置
し
、
医
業

収
益
の
増
収
や
物
品
費
等
支

出
の
適
正
化
な
ど
、
経
営
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
感
染
防
止
対

策
加
算
を
は
じ
め
と
す
る
新

た
な
５
つ
の
加
算
を
取
得
し
、

収
益
増
加
や
経
費
削
減
な
ど

に
努
め
て
い
ま
す
。
入
院
・

外
来
収
益
の
状
況
は
、
本
年

７
月
ま
で
の
新
規
加
算
取
得

　

２
０
１
４
年
の
介
護

保
険
制
度
の
改
正
で
、
医
療

か
ら
介
護
へ
、
施
設
か
ら
地

域
へ
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
し
て
、
高
齢

者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
生

活
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
介
護
、
医
療
、
生

活
支
援
、
介
護
予
防
を
充
実

さ
せ
て
い
く
方
向
性
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
要
支
援
１
、
２

の
方
の
半
数
以
上
が
受
け
て

い
る
通
所
介
護
や
訪
問
介
護

が
、
２
０
１
７
年
度
ま
で
に

段
階
的
に
市
町
村
主
体
の
地

域
支
援
事
業
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
受
け
皿
の
全
体
が
見
え
て

い
な
い
、
見
え
に
く
い
の
が

実
情
で
す
。
そ
こ
で
、
本
市

に
お
け
る
介
護
予
防
、
日
常

生
活
支
援
（
新
し
い
総
合
事

業
）
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

こ
れ
か
ら
の
介

護
予
防
と
地
域
支
援
事
業
に

関
わ
る
新
し
い
総
合
事
業
に

つ
い
て
は
、
介
護
予
防
・
生

介
護
予
防
と
地
域
支

援
事
業
に
つ
い
て

そ
の
後
の
子
ど
も
の

貧
困
対
策
に
つ
い
て

その他質問

◆人を守る防災・減災
対策について

国
民
健
康
保
険
韮
崎

市
立
病
院
の
今
後
に

つ
い
て

市
道（
穴
山
）５
号
線

に
つ
い
て

代  表  質  問•••••••••••••••••• ••••••••••••••••••

一  般  質  問
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２
０
２
５
年
に
は
国

民
の
５
人
に
１
人
が
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、

現
状
の
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
で
は
十
分
に

対
応
で
き
な
い
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

県
内
各
市
町
村
で
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
、
市
町
村
が
実
施
す
る

地
域
支
援
事
業
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
平
成

30
年
４
月
ま
で
に
全
市
町
村

で
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
事
業
の
中
で
、
本
市
の

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進

事
業
、
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
へ
の
現
在
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

関
係
機
関
と
協

議
を
重
ね
、
体
制
整
備
を
図

っ
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
高

齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

取
り
組

み
を
進

め
て
い

き
ま
す
。

　
65
歳
以

上
の
ひ

と
り
暮

ら
し
虚
弱
高
齢
者
の
在
宅
生

活
の
不
安
を
解
消
し
、
支
援

を
図
る
た
め
の
緊
急
通
報
体

制
等
整
備
事
業
（
ふ
れ
あ
い

ペ
ン
ダ
ン
ト
）
に
つ
い
て
、

対
象
者
に
対
し
て
設
置
台
数

は
足
り
て
い
る
の
か
、
ま
た

対
象
者
へ
の
周
知
方
法
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

設
置
台
数
に
つ

い
て
は
希
望
者
全
て
に
設
置

し
て
い
る
の
で
、
充
足
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
周

知
に
つ
い
て
は
、
民
生
・
児

童
委
員
が
月
１
回
ヤ
ク
ル
ト

を
配
る
際
の
相
談
状
況
に
よ

り
、
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に

は
説
明
を
行
い
、
周
知
し
て

い
ま
す
。

　

カ
ム
バ
ッ
ク
支
援
事

業
と
し
て
、
10
月
９
日
に
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
の

地
下
に
オ
ー
プ
ン
す
る
中
高

生
の
活
動
拠
点
と
な
る
フ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
（
ミ
ア
キ
ス
）

の
進
捗
状
況
と
、
ス
タ
ッ
フ

の
人
数
や
利
用
時
間
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

市
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河

原
部
社
の
理
事
長
以
下
５
名

に
加
え
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
２

名
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

４
名
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
１
名
が
参
加
す
る
中
で
、

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
諸
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
現
在
の
隊
員
数
と
活
動
内

容
、
ま
た
今
後
の
活
動
予
定

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

現
在
１
名
の
隊

員
を
配
置
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

河
原
部
社
と
連
携
し
カ
ム
バ

ッ
ク
支
援
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
課

題
を
把
握
す
る
中
で
、
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　

賑
わ
い
創
出
に
つ
い

て
、
市
長
の
所
信
表
明
に
あ

り
ま
し
た
、
ま
ち
な
か
商
店

街
へ
の
韮
崎
大
村
美
術
館
の

絵
画
展
示
に
つ
い
て
、
店
舗

の
選
定
方
法
、
予
定
店
舗
数
、

対
象
エ
リ
ア
等
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
長　

商
店
街

へ
の
韮
崎
大
村
美
術
館
の
絵

画
貸
し
出
し
条
件
に
つ
い
て

は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ

た
う
え
で
、
商
工
会
を
と
お

し
て
店
舗
の
選
定
・
貸
し
出

し
を
考
え
て
い
ま
す
。
予
定

の
店
舗
数
や
対
象
エ
リ
ア
は

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

木内　吉英 議員
［協伸クラブ］

韮
崎
市
に
お
け
る
介

護
・
福
祉
に
つ
い
て

韮
崎
市
の
活
性
化
に

つ
い
て

その他質問

◆韮崎市文化ホールに
ついて

　

本
制
度
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
新
制
度
に
移
行
さ

れ
ま
す
が
、
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

先
ず
、
県
が
行

う
主
な
も
の
と
し
て
は
、
市

町
村
の
事
務
の
効
率
化
や
広

域
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、

国
保
運
営
方
針
を
策
定
し
ま

す
。
二
つ
め
は
、
将
来
的
な

保
険
税
の
平
準
化
に
向
け
、

市
町
村
ご
と
の
標
準
保
険
税

率
を
示
し
ま
す
。
三
つ
め
は
、

納
付
金
を
決
定
し
市
町
村
の

保
険
給
付
費
に
必
要
な
経
費

を
交
付
金
と
し
て
、
全
額
負

担
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
町
村
が
行
う
主
な
も
の

は
、
標
準
保
険
税
率
を
参
考

に
保
険
税
率
を
決
定
し
、
賦

課
徴
収
及
び
資
格
管
理
事
務

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
地
域

に
お
け
る
き
め
細
か
い
保
健

事
業
等
を
実
施
す
る
た
め
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定

し
、
本
市
の
疾
病
の
傾
向
を

把
握
し
て
被
保
険
者
の
健
康

18
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
稼
動
し

て
い
ま
す
が
、
協
定
書
に
よ

り
平
成
29
年
11
月
末
に
協
定

期
限
が
到
来
し
ま
す
。
次
期

施
設
の
建
設
計
画
の
状
況
を

伺
い
ま
す
。

市
長　

峡
北
広
域
行
政

事
務
組
合
で
共
同
処
理
し
て

い
る
ご
み
処
理
施
設
は
、
龍

岡
町
塵
芥
焼
却
場
対
策
委
員

会
と
の
協
定
に
よ
る
使
用
期

限
が
明
年
11
月
末
日
に
迫
る

中
、
使
用
期
限
以
降
も
現
在

地
で
継
続
し
て
操
業
す
る
こ

と
を
当
該
委
員
会
に
依
頼
し

地
区
説
明
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
現
施
設
北
側
の
財

務
省
所
管
地
を
買
収
し
て
新

た
に
施
設
を
建
設
す
る
こ
と

と
し
、
再
度
説
明
会
を
重
ね
、

地
元
の
方
々
に
概
ね
ご
理
解

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
新
施
設
の
建
設
に

向
け
て
各
種
調
査
委
託
業
務

を
進
め
る
と
と
も
に
、
当
該

委
員
会
か
ら
の
要
望
の
あ
っ

た
周
辺
環
境
整
備
や
地
域
振

興
等
に
つ
い
て
事
務
段
階
で

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
施
設
稼
動
に
向
け

て
の
工
程
等
を
伺
い
ま
す
。

副
市
長　

峡
北
広
域
事

務
組
合
か
ら
の
報
告
で
は
、

現
在
示
さ
れ
て
い
る
工
程
に

お
い
て
は
、
地
域
要
望
を
踏

ま
え
た
事
務
交
渉
案
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
ま
す
。
ま
た

埋
蔵
文
化
財
、
地
質
、
生
活

環
境
な
ど
に
関
わ
る
調
査
業

務
を
委
託
し
て
進
め
て
お
り
、

今
の
予
定
で
は
平
成
34
年
度

の
稼
動
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

10
月
に
ニ
コ
リ
地
下

に
オ
ー
プ
ン
す
る
ミ
ア
キ
ス

を
管
理
す
る
河
原
部
社
の
運

営
及
び
活
動
等
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

河
原
部
社
に
は
、

カ
ム
バ
ッ
ク
支
援
事
業
を
委

託
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
育
成
プ
ラ
ザ
・
ミ

ア
キ
ス
で
は
Ｗ
ｉ
ー

Ｆ
ｉ
を

備
え
た
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、

ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
等
を

設
け
、
施
設
の
利
用
で
新
た

な
情
報
や
発
見
が
得
ら
れ
る

ほ
か
、
大
学
生
な
ど
先
輩
や

地
域
の
大
人
と
の
交
流
機
会

の
創
出
や
自
ら
考
え
企
画
す

る「
中
高
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
推
進
な
ど
を
通
じ
、
に
ら

さ
き
愛
を
育
み
、
ふ
る
さ
と

へ
回
帰
す
る
心
を
醸
成
す
る

活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

　

エ
コ
パ
ー
ク
は

平
成
15
年
か
ら
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
平
成

内藤　正之 議員
［韮誠クラブ］

国
民
健
康
保
険
制
度

に
つ
い
て

峡
北
広
域
環
境

セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

「
河
原
部
社
」
に
つ

い
て
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髙添　秀明 議員
［新政クラブ］

渡辺　吉基 議員
［日本共産党］

その他質問

◆赤ワインの丘プロ
ジェクトについて

　

指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
て
10
年
が
経
過
し
ま

す
。
現
在
11
の
公
共
施
設
で

市
内
外
の
事
業
者
等
を
指
定

し
管
理
運
営
が
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
間
の
制
度
を
導

入
し
た
結
果
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

今
後
、
新
た
に
導
入
す
る
予

定
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

平
成
18
年
の
制

度
の
導
入
以
来
、
各
施
設
管

理
者
の
自
主
努
力
に
よ
り
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら

れ
、
各
施
設
に
お
い
て
利
用

者
数
の
増
加
な
ど
、
そ
の
目

的
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
指
定
管
理
導
入
予

定
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

具
体
的
な
施
設
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
、
引
き
続
き
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
状

況
は
１
億
９
、６
８
８
万
円

の
黒
字
で
す
。
今
回
の
補
正

予
算
で
８
、５
４
０
万
円
を

基
金
に
、
５
、２
６
８
万
円

を
直
診
診
療
施
設
会
計
（
市

立
病
院
事
業
会
計
）
に
繰
り

入
れ
る
予
定
で
す
。
基
金
保

有
額
は
４
億
８
、０
４
２
万

円
と
な
り
、
過
去
最
高
額
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
保
税
を
１
世
帯
当
た
り

１
万
円
引
き
下
げ
、
市
民
の

暮
ら
し
が
少
し
で
も
良
く
な

る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

市
長　

国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
の
多
く
が
高
齢
者

で
あ
り
、
医
療
の
高
度
化
、

治
療
効
果
の
高
い
高
額
薬
剤

の
使
用
等
に
よ
り
医
療
費
が

増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
増

加
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
現

状
で
は
保
険
税
の
引
き
下
げ

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

資
格
証
明
書
は
、
南

ア
ル
プ
ス
市
、
上
野
原
市
、

　

東
西
保
育
園
の
民
営

化
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
及
び
保
育
職
場
で
働
く
保

育
士
等
の
理
解
は
ど
の
よ
う

な
状
況
か
伺
い
ま
す
。
ま
た

今
後
の
両
施
設
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

メ
リ
ッ
ト
は
選

択
肢
の
拡
大
や
質
の
向
上
が

期
待
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ

り
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
事
業
者

の
破
産
や
倒
産
の
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
こ
と
な
ど
で

す
。
ま
た
保
育
園
で
働
く
職

員
な
ど
の
理
解
を
得
る
こ
と

は
、
民
営
化
を
進
め
る
上
に

お
い
て
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
と
同
様
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
も
、
引
き
続
き
説
明
会
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
西
保
育
園
に
つ
い
て
は

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
近

い
将
来
、
大
規
模
改
修
な
ど

が
必
要
で
す
が
、
民
間
保
育

園
に
対
し
て
は
施
設
整
備
に

対
す
る
国
の
補
助
金
制
度
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
、
民
営
化
に
よ
り
施
設
整

備
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

昭
和
町
、
富
士
河
口
湖
町
、

早
川
町
、
忍
野
村
で
は
発
行

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
民
が
病
気
に
な
っ
た
と

き
、
安
心
し
て
医
療
機
関
に

か
か
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

資
格
証
明
書
は
発
行
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
長　

資
格
証
の
発
行

は
、
対
象
世
帯
の
実
態
調
査

を
行
い
被
保
険
者
と
の
面
談

等
を
持
ち
な
が
ら
、
特
別
な

事
情
等
を
把
握
し
個
々
に
対

応
し
て
お
り
、
納
税
い
た
だ

い
て
い
る
被
保
険
者
と
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
も
現
行
の

と
お
り
行
う
考
え
で
す
。

　

市
の
短
期
保
険
証
は

全
て
有
効
期
間
が
一
カ
月
で

す
。
昨
年
度
、
短
期
保
険
証

が
発
行
さ
れ
た
３
１
８
世
帯

の
う
ち
、
１
７
３
世
帯
で
期

限
が
切
れ
、
保
険
証
が
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２

０
０
９
年
12
月
、
厚
労
省
は

「
短
期
保
険
証
の
交
付
の
趣

旨
は
、
市
町
村
と
滞
納
者
と

の
接
触
の
機
会
を
設
け
る
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
世
帯
主
が

窓
口
に
納
付
相
談
に
来
な
い

え
て
い
ま
す
。

　

上
ノ
山
・
穂
坂
地
区

工
業
団
地
の
周
辺
へ
の
企
業

進
出
に
つ
い
て
、
問
い
合
わ

せ
や
相
談
が
あ
り
ま
す
か
、

ま
た
新
規
就
農
者
支
援
と
し

て
農
業
用
機
械
の
無
償
レ
ン

タ
ル
制
度
や
払
い
下
げ
制
度

の
導
入
を
検
討
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

上
ノ
山
・
穂
坂

地
区
工
業
団
地
周
辺
へ
の
企

業
進
出
等
の
問
い
合
わ
せ
や

相
談
に
つ
い
て
は
、
電
気
機

械
器
具
製
造
業
、
食
品
製
造

業
等
、
現
在
、
数
社
か
ら
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

新
規
就
農
者
支
援
に
対
し

て
は
、
国
、
県
の
補
助
制
度

に
合
わ
せ
、
本
市
に
お
い

て
も
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
提
案
の
無
償
レ
ン
タ

ル
制
度
や
無
償
で
払
い
下
げ

を
行
う
な
ど
の
支
援
策
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
無
利
子
や

低
利
率
の
融
資
を
受
け
ら
れ

る
制
度
資
金
が
あ
り
ま
す
の

で
、
現
状
で
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
負
担
の
大
き
い
農

業
機
械
等
の
購
入
助
成
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
国
の
動
向

を
み
な
が
ら
研
究
し
て
い
き

ま
す
。 

こ
と
で
、
一
定
期
間
、
窓
口

で
留
保
す
る
こ
と
は
や
む
を

得
な
い
が
、
留
保
が
長
期
に

及
ぶ
こ
と
は
望
ま
し
く
な

い
」
と
通
達
を
出
し
て
い
ま

す
。

　

無
保
険
状
態
は
改
善
す
べ

き
で
す
。

市
長　

保
険
証
の
更
新

は
納
税
を
促
す
絶
好
の
機
会

で
あ
り
、
今
後
も
短
期
保
険

証
を
活
用
し
、
滞
納
者
の
相

談
機
会
の
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

韮
崎
市
に
関
す
る
歴

史
、
産
業
、
文
化
、
さ
ら
に

韮
崎
市
に
関
す
る
資
料
、
例

え
ば
予
算
書
、
決
算
書
、
総

合
統
計
、
各
種
選
挙
結
果
な

ど
を
十
分
に
資
料
収
集
し
て
、

市
民
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
す
。

教
育
委
員
長　

地
域
資

料
に
つ
い
て
は
、
地
域
資
料

取
扱
基
準
に
基
づ
き
、
収
集

し
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
予
算
書
な
ど
の
行

政
資
料
に
つ
い
て
は
、
地
域

資
料
の
中
に
あ
わ
せ
収
集
し
、

閲
覧
に
供
し
て
お
り
、
年
数

を
経
過
し
た
資
料
は
順
次
、

閉
架
書
庫
に
収
め
、
申
し
出

に
よ
り
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

韮
崎
市
立
大
村
記
念

図
書
館
の
充
実
に
つ

い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て

公
共
施
設
の
指
定
管

理
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
の
移
住

受
け
入
れ
に
つ
い
て

その他質問

◆子どもの貧困対策に
ついて

◆就学援助制度の改善
について

韮
崎
西
保
育
園
及
び

韮
崎
東
保
育
園
の
民

営
化
に
つ
い
て
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に
ら

さ
き

議
会

だ
よ

り
■

発
行

所
／
山
梨
県
韮
崎
市
議
会

　
〒

407-8501 山
梨

県
韮

崎
市

水
神

１
丁

目
3

番
1

号
　

TEL／
0

5
5

1
-2

2
-1

1
1

1
㈹

■
発

行
人

／
韮

崎
市

議
会

議
長

　
西

野
　

賢
一

■
編

集
／

韮
崎

市
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
■

印
刷

／
株

式
会

社
ア

ー
ト

プ
リ

ン
ト

第
1
7
0
号

平
成
2
8
年
1
1
月
2
5
日

編集後記
12月 1日　開会

諸報告
市長所信表明

12日　一般質問
13日　一般質問
14日　議案審議

財務常任委員会
15日　各常任委員会
19日　議案審議

委員会報告
閉会

12
月
定
例
会
日
程〈
予
定
〉

※上記日程は、定例会前の議会運営委員会に
おいて正式に決定されます。
※委員会の傍聴を希望する方は、開催日の２
日前まで（休日を除く）に申込手続きが必
要です。

※本会議は、インターネットでライブ中継・
録画中継を配信しています。

　

今
秋
の
９
月
臨
時
会
に
お

い
て
、
私
た
ち
が
新
た
に
議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
委

員
に
な
り
ま
し
た
。
委
員
会

は
、
議
長
、
副
議
長
、
議
会

運
営
委
員
長
、
財
務
、
総
務

教
育
、
市
民
生
活
、
産
業
建

設
の
各
常
任
委
員
長
の
７
人

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
段
で
議
会
報
告
会
の
各

会
場
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た
だ

い
て
お
ら
れ
る
か
お
聞
き
し

た
質
問
で
は
、
１
０
２
人
の

方
か
ら「
毎
号
読
ん
で
い
る
」

と
回
答
い
た
だ
き
、
非
常
に

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
一
方

で
「
と
き
ど
き
読
む
」
と
の

回
答
も
70
人
を
超
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
毎
号
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
議
会
か
ら
の

情
報
発
信
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
こ

と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
議
会
の
情
報
誌
で

あ
り
ま
す
「
議
会
だ
よ
り

に
ら
さ
き
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
西
野
賢
一
）

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

西
野　

賢
一

　

副
委
員
長　

田
原　

一
孝

　

委　
　

員　

小
林　

伸
吉

　
　

〃　
　

山
本　

雄
次

　
　

〃　
　

清
水　

康
雄

　
　

〃　
　

髙
添　

秀
明

　
　

〃　
　

宮
川　

文
憲

　本年度は８月21日から27日の間で、７
回目の議会報告会を市内の５会場で開催し
ました。皆様にはご多用なところにも関わ
らずご参加いただきまして、誠にありがと
うございました。
　活動報告後の意見交換におきましても、
地域の実情の改善に向けたご意見や、施策
に関わる貴重なご意見もたくさんいただき
ました。
　また、今回は各会場でアンケートへの
回答をお願いしましたが、「報告会に出
席された全体の評価（感想）」については、

回答をいただけた174人のうち、109人の方が「評価する」、17人の方が「評価しない」、
48人の方が「どちらともいえない」でした。また「議会に期待していること」については、
64人の方が「政策の実現」、55人の方が「市民との対話」と上位の回答をいただけました。
　現在、今回の報告会で皆様からいただいたご意見、アンケート結果を踏まえ、議員全員が
共通の認識のもと、今後の議会活動ついてどのように取り込み、活動を展開していかなけれ
ばならないか、全議員で協議、検討を進めています。
　引き続き皆様からご意見をいただけますようよろしくお願いいたします。
　なお、今回の各会場の参加状況は次のとおりです。
● 韮崎会場　  23人（男  22人・女  1人）　● 穂坂会場　  59人（男  53人・女  6人）
● 北東会場　  49人（男  45人・女  4人）　● 北西会場　  43人（男  40人・女  3人）
● 甘利会場　  67人（男  66人・女  1人）　◆ 参加者計　241人（男226人・女15人）

議会報告会の開催状況

■ 第７回議会報告会を開催


